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В свадебных обрядах Гряэовецкого района Вологод­

с1,ой области мы можем наблюдать 3 формы участия 

молодежи: l) причитания девушек и их помощь в 

подготовке даров невесты, 2) требование выкупа от жениха 
с элементами хвалы, ругани и угроэы, 3) послесвадебная 
посиделка (молодишник). Цель этой статьи 

нроаналиэировать структуру носледних двух форм и 

выяснить их эначение в обрядовой систе1>1е и причины 

воэникновения раэличий между местностями. 

В материалах 19-го века отмечается, что участие 

односельчан в свадьбе Гряэовецкого уеэда основано на 

половоэрастных приэнаках. В день свадьбы каждая группа 

(мужшш, парни, бабы, девушки и т. д.) требуют выкуп от 

жениха, покаэьшая раэные символы - "елку", "эайца", 

"рогоэку", "мяч" и "молчанку". В посиделках же участвует 

преимущественно молодежь - парни и девушки. Обряд 

"выкуп с жениха" играет роль всеобщинной санкции на 

брак, а моло,11,ишник -только санкции от молодежи. Но эти 

обряды объединяет один общий фактор - наличие игро­

вого элемента. В обряде требования выкупа "эаяц", "мяч" и 

"елка" испольэуются 1,ак символы, обоэначающие жениха 
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* Формы участил молодеж:и в севеjторусской свадьбе - требоваиие выкупа и посиделки -
(ИГаУЭ Нахо) 
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240 北ロシアの結婚儀礼における若者の参加形態

11AI1 HeBecTy. 汎くeHI1X("3aHQ") 113 Apyroii ,1J,epeBHl1 ,il,OA)!{eH 

KYill1Tb y qAeHOB 06JQI1Hbl HeBeCTbl npaBo BbI6pan, ce6e碑 HY

("eAKy'', " M屈） 113 4eByU1eK, AOCTI1filll1X COOTBeTCTBYIOJQero 

B03pacTa. Ha MOA04e,KHOH noc11郎 AKeMOAO,!J,O}KeHaM TaKホe

屈 !OTrpynn0By10 caHKQl1IO. B邸 HHOMcAyqae caMI111rpb111MeIOT 

Ba}KHOe 3HaqeH11e: 11rpb1 C QeAbIO BbI6opa napTHepa B paMKaX 

cBa,1J,e6Horo o6pHAa cnoco6cTBYIOT 6八aronoAy咄 OMYTeqeH11IO 

6pa咄 o-11rp0Boro QI1KAa, CB只3aHHOro C KaAeH,!l,apeM. B 

ceBepHopyccK11x MaTep11aAax orrncaH11只 11rp B CBa4e6HbIX 

o6p町¥ax BCTpeqaJOT⑬ peAKO, TaK KaK 34ecb o6bI'!HO 

叩叩aBa庫 6oAbillOe 3HaqeH11e o6pHAY np皿 HTaH皿 Ha

CB叫 6ax,a TaKme nyTaAH 3TH 11rpb1 c 06叩 HblMI1noc114eA-

KaMI1. 

B rp月30BeQKOMpa社OHe,KOTOpbl五pacnoAOlI,eHB apeaAax 

3-x CI1MBOAOB - "eAKa", "3a皿,,I1 "M卵",- 6bIAa pa3B!1Ta 

CI1CTeMa caHKQ雌 OTKall訊0社 IIOAOB03pacTHOHrpynnbl OAHO-

ce八訊aH.A B HeKOTOpbIX MeCTHOCT月XTaK11e caHKQI1!1 Bblpa,Ka-

IOTCH B npm・oBopax 4pyllm11, a TaK加 eB OTHOilleHI1!1 K er入a3y11 

KOAAOBCTBy. B KaKo社 6bi<popMe HI1 ぷrnaAHcaHKQI1!1, o6e 

CTOpOHbl - I1 MOA04omeHbl I1 !1X OAHOCeA訊 aHe- nepeyTBep-

6 四 a10TCBOe 110AO)!{eHI1e B O JQeCTBe B noporoBO社c11Tya11111111"

(liminality - Victor Turner). Co1111aAbHb1e OTHOilleH畑 pery-

A11py10TGI qepe3 o6pHAbl. 

はじめに

箪者は1997年夏に、ロシア共和国ヴォログダ州グリャザヴェツ地方 l)で行われ

たフィールドワークに参加し、 1920-30年代の結婚儀礼について聞き取り調査を

I)グリャザヴェツ地方（旧・郡）はヴォログダ州（旧・県）南西部に位骰し、コストロマ州、ヤロス

ラヴリ州と接する農業地帯である。鉄道は、ヴォログダーヤロスラヴリ線(1872年間通）とペテル

プルクーヴャトカ（現キーロフ）線(1905年部分開通）が通っている。図 1, 2参照。
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行った2)。以前指摘したように3)、ロシアの結婚儀礼では、贈り物の準備を手伝

い、泣き歌を歌う娘たちに較べ、青年男子 4)の役割が特定しにくい。ところがこ

の地方では、青年が花婿に買い取り金を要求したり、花婿が若者たちのために遊

びの会を開いたりと、結婚儀礼への青年の参加が多く聞かれた。箪者は初めその

原因を、インフォーマントが幼少期に伝統的儀礼と接し、娯楽的要素に特に強い

印象を持ったことに求めた。また｛義礼の簡略化が、青年の役割の増加と関係して

いることも考えられた。しかし翌年参加したアルハンゲリスク州カルゴポリ地方

の調壺5)では、同村人としての青年の役割は、よくある道塞ぎしか間くことがで

きず、青年の参加の多さはグリャザヴェツの特徴であることが判明した。さらに

19枇紀末の記録により、この傾向が革命前から続いていることも分かった。

図1: ヴォログダ州地図 図2: グリャザヴェツ地方地図

地縁グループによる集団的承認の重要性は、通過低礼の体系をまとめたヘネッ

プ以来、十分認識されてきた叫しかしながら若者の役割のこのような地域差は、

どこから生まれるのであろうか。本研究ではその答えを求め、 19世紀末から1930

2)この調究はロシア科学アカデミー民族学人類学研究所の Kb13八acoBaI1. C. 研究員を中心に、計
5名で約 2週間行われた。 llflき取り調究の内容確認には、プーシキン名称ロシア語大学
TH-rape1mo A. B. 研究員と、現言語学研究所院生 ITaAKHHA. fl. の協力を得た。
3)伊賀上菜穂「帝政ロシア典村における結婚儀礼」「大阪大学言語文化学j vol. 5 (1996,19-32)参
照。

4)青年男子は以下「青年」とする。「若者」という語は青年男女（討年、娘）の意味で用いる。年齢
に関する用語の定義についてはP.242参照。

5)ロシア国立人文大学 Mopo3A. B. 助教授指祁の 1ヶ月の民俗調究実習に、 2週間のみ参加した。
GJ A. V. へネップ著、綾部恒雄、綾部裕子訳『通過依礼j弘文盤、 1995(1909)、pp.99-124。
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年代までのグリャザヴェツ儀礼における若者の参加形態を観察していく。結婚儀

礼の参加者は大きく 3つに分けられる。すなわち、当事者（二人とその家族）、招

待客faBaHbieI'OCTII. 親族、選ばれた隣人など）、非招待客(He3BaHbierOCTil. 主

に同村人）である。今回は非招待客＝同村人としての若者（青年、娘）のみを対象

とする。彼らの行為が他の参加者や時間・空間との関係の中で、どのように位置

づけられているのか、その決定要因は何なのか。ヴォログダ州の結婚儀礼につい

ての著作の多いグラ、若者と結婚の関係に注目してきた、ベルンシュタームらの

研究成果を用いながら、北ロシアの中でのグリャザヴェツ｛義礼の意味を考えてい

きたい。

2 グリャザヴェツの結婚儀礼

まず最初に、年齢を表す用語を説明する。農村では基本的に、男性は MYJKHK

（既婚男性）、 napeHb(結婚年齢の青年・未婚）、 MaAb'IHK(少年）、女性は 6a6a

（既婚女性）、 ,11,eBHQa,4eByrnKa (結婚年齢の娘・未婚）、 4eBO'IKa(少女）と分類

されるが、使い手によって意味する年齢が異なる上に、 MOAOAOHHapoふ

pe6.f!THlllI,aなど別の言葉で言い換える場合も多い。以下日本語表記は次のよう

に統一する。「少年」「少女」は若者の集まりに参加できる年齢に達していない者、

「青年」「娘」は花嫁・花婿と同年齢で、集まりに参加している者、「男」「女」は

それ以上の既婚者である。ちなみに結婚年齢は、 1920-30年代には男女とも20-25

歳前後であった”。 19i彫紀末のデイヤコノヴォ村では、青年は18-28歳まで、娘

は16-22歳まで若者の集まりに参加していたが8)、これは結婚許容範囲と一致す

ると思われる。

それでは1997年のフィールドワークの結果から、 1920-30年代のグリャザヴェ

ツ結婚儀礼の流れを示そう。

1. 「出会い」青年の親や親戚、あるいは青年自身が花嫁候補を選ぶ。

2. 「結婚式前の俵礼」見合い (rnaTOBCTBO)→ 結納 (nporrnBaTb)→ 結婚式

の準備

?) 1997年の調壺におけるインフォーマントの結婚年齢を基にした。

81 CM.: ApxHB Pocc呻 CKOro3THorpa卯w1ecKoroMY3⑬ (AaAee AP3M}, 中.7 (中OHAB.H. 

TeHH!lleBa), on. 2, A-192. KaMeHeu A. BoAor. ry6., fp只30B.y., AuHerc1叩 BOA.,A・

A訊 KOHOBO(1898), A. J. 
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3. 「結婚式前日」娘たちが花嫁宅に集まっで泣き歌(4eBl1'1H!1K)

4. 「結婚式の日」花婿が花嫁宅に到着→ 村ソヴェート（登録のため）→ 教会

（教会閉鎖前）→ 花婿宅の宴会(KpaCHbl社 CTOA,rmp)→ 床入り

5. 「翌日」二人を起こす→ 花嫁の純潔調べ（冗談）→ JIilまたは壺を割る→ 花

嫁に床を掃かせる→ 花婿宅の宴会→ 花嫁宅への招待 (oT03Ml1Ha,

OTfOCT皿）

6. 「マースレニツァ（謝肉祭）」二人は花嫁の両親のところに客に行く (Ha

6apaHa) 

グラの分析に基づけば、これは北ロシア結婚儀礼の基本構造と一致する叫 19

＂世紀末の儀礼は上記と較べて「結婚式前の儀礼」の区分がより明確で、泣き歌や

招待客の役割名がよく残っていた 10)。若者を含む非招待客の参加はどちらの年

代でも、 1.娘たちの準備の手伝いと泣き歌、 2.買い取り金の要求、 3.若者を中心

とした集まり、の 3つに分類できる。今回はそのうち 2と3について、革命前

（表 1)と1920-30年代（表2)に分けてまとめてみた。これらの表にそって、二つ

の参加形態を考察していこう。

2. 1 買い取り儀礼

ここで言う買い取り儀礼とは、結婚式にやって来た村人たちが、花嫁自身、祝

福、そして駕りや脅しの停止などの代償として、花婿に金銭または物品を要求す

る行為を指す。革命後のグリャザヴェツ（表2)では、次のような買い取り儀礼が

行われた。花婿たちは花嫁宅に来ると、娘たちにお金や食べ物をあげて花嫁を渡

してもらう。その後も娘達は「乙女の美 ;J,CBbHKpacoTa」という樅の木(eAKa)

を宴会の席に運び込んだり、讃歌を歌ったりして、客からお金を集める。青年や

男性(pe6JITa,rrapH11, MpKm田）は、「ナ・ロゴスク Haporo3KY」（ロゴスカ（粗

布？）のために）と言いながら花嫁宅および花婿宅にやってきて、お金や酒をもら

う。駕しったり脅すだけのこともある。婚礼行列が教会に向かう時も、道が塞が

れ通行料が要求される。本来道塞ぎは、花嫁の同村人（男女）が一回だけ行うもの

であったが、この原則はしばしば破られた。 BoxTora村とその近郊の

9> CM.: fypa A. B. OnhIT BhI只BAeHm1crpyKryphI ceBepHopyccKoro cu碑 6H(ff006p1111a // 
PycCK呻 HapOAHhIHrna11e6m雌 06pn11-≪Hay1<a≫,八， I978, er. 72-88. 
10)見合いから結納までの間は、だいたい CI'OBOp,CMOT()HHhl, o6pa30BKaに分かれている。

jleB卵 IUIKはCHjlHHblと呼ばれることもある。
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表 1: 19世紀末の非招待客の参加形態＊

費 郷・村
結婚式前日

結 婚 式 当 日
結婚式翌日

それ以降

料 （記録年） 花嫁宅 花婿宅 花婿宅

AnHerc皿" 宴会の席で。男： "Ha MOAO/l,Hlll-

BOA. poromy"、青年 (12-17 mm 

1 (1898) 歳）： "Ha Me<J"、 （娘と女た

娘：樅、少女：兎、 ちを招待）

女： "Ha MoAqaHKY" 。

汁(epHOKOB- 男、青年： Ha poro3KY MOA0;1lt-

CKa.R, （花婿到着時、道にムシ llIHHK 

2 AoHem叩 I ロ）。少年： Mが I(宴会 花婿の村

BOA. など の席にボールを転がす） の胄年、

(1898) ／他の郷の事例：兎、 "Ha 娘たちを

MOA'-laH " 、"Ha Met.J ” 招待

3 特定されず 男： "Ha poroaKy" (花

(1898) 婿到着時道をふさいで）

特定されず テープルの周りで。男：

(1905) "Ha porocKy"、小さい

4 子供： "Ha Me'!"、娘：兎

．樅。

女： "Ha MOA 1.JaH"。

参考例 容が席に着いた時、ニ 花術の村の娘 近憐の村の

ヴォログダ 人の隣人： "Ha Mが1"。 と女が、宴会 若者が集ま

5 郡 の初めに讃歌 り、最初別

(1863) を歌う。 の、後に花

妓の家で遊

ぶ。

. " ,, で囲んだものは、言葉のみで実物が伴わない。表2も同様。

資料 1: ApxHB Pocc雌 cKoro3THorpa卯皿eCKoroMy3eJI (AP9M), 中.7 (中OHA

B.H. Tem1ll!eBa), 011. 2, 4. 198. Ky3H叫 OB月.BoAor. ry6., fp月30B.

y., A 恥 moBo, A BHercKOH BOA .. 1898. 

資料 2 : AP9M, cp. 7,011. 2, 4. 218. CTapoBepoB C. BoAor. ry6., rp月30B.y .. 
1898. 

資料 3 : AP9M, 中.7,011.2, A-183. foAy6u;eB. BoAor. ry6., rp月30B.y .. 1898. 

資料4: BoAKOB 11. B. CBa4e6Hb1e np加 eTbl,3al1HCaHHbie KpeCTbJIHHHOM, 

qacTo 6hrnaBlllHM CBaTOM II)KttBaJI cTap1rna, 1905, Bhm. I-II, CT. 

203-225. 

資料 5 : A入eKcaH4poBB. BoAoro4cKaR cBaゅ 6a.CTT6., 1863. 
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表 2: 1920-1930年代の非招待客の参加形態

森 村・インフォーマント
結 婚 式 当 日 結婚式翌日

（記録年）

料 花 嫁 ＾ 毛 道 花 婿 宅 花嫁宅の宴会

4. BoxTora 娘：ハンカチの兎を客に投げ

6 28歳の女性 て讃歌。男：二人と客をいす

(1924) に乗せて揺する。

,i,. BoxTora 娘．樅を飾る。 中年に近い男： "Ha poro-娘：樅を売る。

7 KopoAHxmra 3Ky'' 

TT.I1. (1997) 

A-BoxTora 娘：花嫁を光る。 peG,irn pefo1rn : ドルーシカと二人

8 PoRmona A.B. ：ドルーシカや二人を罵 を罵る。娘：讃歌。

(l 997) る。

4. EaKlllHHO 青年と男： "Ha poro:my" 花婿は自分の村の若者ため

9 Tp呻OH<l!la （花婿をつねる）。 に家を借りる。

A.f. (1997) 

A-EaKrn11Ho 青年 (napHH,pe6'1Ta) : 花婿は親戚の家を若者達（他

10 Pa411Ha TS. "Ha poro:my" (花婿が他 村者も含む）の集まりに舒す。

(1997) 村者の場合）。

4. CH4opono 娘：樅。客にハンカチを投げ

11 Kttrnesa B.11. て讃歌。男．二人と客をいす

(1997) に乗せて揺する。

A, CT. ;¥eホa 娘：讃歌

12 Tm{apeua pefom1: 買い取りを要求。

A.A. (1997) 

4. CT. Ae)l(a 道ふさぎ 娘：樅（払いが悪いとけなす）c

13 THxOMHpoBa 

H.C. (1997) 

4. BapaKCHHO pe6arn : ドルーシカや二 道ふさぎ 中年の男、女連れ： "Ha 

14 EoAhWaKoB 人を罵る。 poro31,y" 

K.f. (1997) 

資料 6 : CBaAe6Hhitt o6pJIA A-BoxTora PaMeHCKOtt BOA. fp月30B.y. BoAor. 

ry6. II fopoAOK Ha MocKOBCKO社 AOpore.≪ApABttcypa≫, BoAor邸，

1994 (op11rnttaA: foe. Apx11B BoAor. o6A., 中.4389, on. I, xp. 172). 

資料 7-15 : 1997年フィールドワーク調査より。
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C叩 opoBo村では、花婿宅での宴会に男たちが女連れでやってきて、客を椅子

にのせて強制的に祝う習間があった。

革命後の記録では行為と時間・場所の関係が一定していないが、革命前の記録

（表1)を見るとその規則性が明らかになる。娘たちの讃歌は花嫁宅、時に花婿宅で

も歌われたが、樅の木は花嫁宅にのみ運びこまれる。その他の花婿側への金品の要

求も花嫁宅で行われるがll)、革命後と比較すると、訪問グループが年齢・性別で細

分されているのがわかる。しかも「ロゴスカ por03四」「ミャチ M皿（毬）」「ザイツ

3碑 Q (兎）」「モルチャンカ MQAqaH四（沈黙）」と、グループごとに取り引き材料が

決まっている。これは資料lと4に顕著である。そこでは娘たちの樅も含めて、そ

れぞれのグループが順番に宴会の席を訪れ、金品を要求している 12)0 

買い取りの対象は実物（特に兎、毬、樅）で表される場合と、言葉だけの場合があ

る。ここでそれぞれの対象の意味を考えてみよう。娘たちと結びついた「乙女の

（樅）は、娘時代＝花嫁の典型的な象徴であり、泣き歌のテーマでもある。北ロ

シアではリボンのことも多いが、中央ロシアでは木がよく用いられる 13)。これに対

し「兎」は花婿のシンボルである。グラによると兎(3⑬ Q)はスラヴ全体で男性の表

象であり、結婚や性的関係を象徴する。ロシアの有名なホロヴォード「兎」は、娘

たちの輪の中に立った一人の青年＝兎が、自分の舅、姑、妻の兄弟姉妹、最後に妻

を選ぶという遊びで、グリャザヴェツでも盛んであった。結婚式に娘たちがハンカ

チから兎を作る習恨は、ノヴゴロド県東部、ヴォログダ県南西部（グリャザヴェッ

含む）、ヤロスラヴリ県という、比較的狭い範囲で見られるという 1')0 

少年と結びつく「毬」については、ベルンシュタームが興味深い分析を行って

いる。それによると「ナ・ミャチ」（毬のために）という言葉は、ヴォログダ県南

西部（カドニコフ、ヴォログダ、グリャザヴェッ、 トチマ各郡）でのみ観察される。

毬は花嫁の象徴と見なされることが多いが、 19懺紀中頃には、花嫁の親族や隣人

が花婿から「毬代」または毬そのものを受け取っていたらしい。彼女はこれを、

II)責料 1の時間の違いは、粋通結婚式当日にllflかれる花嫁宅での小宴会が前日に行われることで
説明できる。

12)この地方で買い取り要求の対象に多様なシンボルが用いられることについては、モスクワ民族

学人類学研究所 MaKaw1rnaT. C. 研究貝から多くの助言を得た。
I3) CM.: rypa A. B. !10:,rnqec1,an -repMHHOAOf皿 ceBepHopyccKorocBa4e6Horo o6p叫 a.//
伽 AbKAOpH 3THOrpa中皿： 06pn,1J,1,1 H o6p肛 OBbl社中OAbKAOp.≪Hay1≪1≫, A., 1974, CT. 171-
180. 
14) CM.: fypa A. B C . HMBOAI-!Ka Jl(HBOTHb!X B CAaBHHCKOH Hapo,ll,HOH -rpa,ll,HljHH. ≪I1H,ll,pHI<≫, 
M., 1997, CT. 177-179. 
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かつてペトロの日（旧暦6/29)やクリスマス週間にあったパートナー選びを目的と

した毬遊びの名残と考えている 15)。表 lと表 2を較べると、グリャザヴェツで

は「毬」が「ロゴスカ」より早く消えているが、それは「毬」に幼いイメージが

付与されていたせいだろう。「ロゴスカ」という言葉については、ベルンシュタ

ムが「布＝衰具」と解釈しているが、査料2では人々は「贈り物の下に敷く布」

と解釈しており、元の意味は明確ではない 16)。

娘や青年とも結びつく兎や毬を、グリャザヴェッでより年少者に割り当ててい

るのは、年齢・性別カテゴリーを細分化して年齢の違いを強調するためだろう。

女たちの言う「ナ・モルチャンク」（沈黙のために）は、まさにこの区分に加わる

ために考案されたと思われる。というのはその命名法が他の 4つとは明らかに異

なるからである。「沈黙＝花嫁の悪口を流さなかった」を意味するこの名称は、

ロゴスカや毬を要求する男性が追加的に言う「ナ・チェスチ」（花嫁の名榜を守

ってきたことに対して）や「ナ・ヴィノ」（酒のために）と同じように、具体的解

釈を表しており、後懺のものである可能性が高い。

2. 2 結婚式後の集まり

1997年の調壺では、若者の集まりとしては同じ村の2例が報告された（資料 9'

10)。これは花婿が主催するもので、花婿宅での宴会と重なっている。他の村で

も客から集めたお金で IIOCH,LJ,e.A皿（以下「夜会」）を開いたそうだが、時間が特

定されない。 19世紀末には、結婚式の翌日とそれ以降に MOAO,Ll,!1IIIH!11田という

名で 2例記録されている（責料 1, 2)。その名は新郎新婦(MOAO,Ll,hie)のための集

まりを意味しており、これが終わると二人は日常生活に戻る。賽料 lでは花嫁宅

に娘と女たちが手仕事をもって集まり、二人からお菓子や酒の御馳走をうけた後、

輪になって歌いながら村中を歩く。賽料.2では、花婿の両親が適当な日に花嫁の

両親、親族、花婿の村の若者を招待する。若者たちは多くの見物人の前で歌った

りホロヴォード（輪舞）遊びをしたりする。グリャザヴェツ郡に隣接するヴォログ

isJ BepHmTaM T. A. MかIB pyccKOM中OAbKAOpett o6pnAOBblX arpax //① OAbl凶 opH 
3THorpa卯皿： y 3THorpa卯皿ec1rnxHCTOKOB巾()Ab!凶 opHblXc1oaceToB H o6pa3oB. ≪HayKa≫, 

A., 1984, er. 162-171. 査料5,CT. 73-74も参照。
16)ロゴスカの意味については 1.ムシロ、布(poroaca)、2.言い争い(par03a)、3.お金(para.フ

ィンランド語の "raha"から）の、 3つの可能性がある。 CM.:?l,a入bB T . OAKOBb!H CA011apb 
叩 rnoroBeAm,opyccKoro R3bma≪Teppa≫, M., 1995 (1880-82), "poro3a"; <l>acMep M. 

3THMOAOI'叩 ecK呻 cAoBapbpyccKoro R3bu<a. ≪I1porpecc≫, M., 1971, "para", "paro3a", 

"poraTo", "poronca". 
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ダ郡の1863年の記述にも、結婚式二日目の若者の集まりが含まれている（資料5,

P .87)。近隣の村々から集まった若者たちは、新婦の実家に新郎の親族が来てい

る間別の家で夜会をして待ち、夜中に客が婦ると新婦の家に場所を移す。新郎新

婦も最後の機会として踊ることが許されたという。

2. 3 年齢原理と承認の形

革命後の俵礼ではすでに多くの原則が崩れているが、 19世紀末の記録からは、

グリャザヴェツの非招待客の参加形態が年齢・性別原理に基づいていたことがわ

かる。結婚式当日に花嫁宅に来るグループは、性別と適齢期前・適齢期・既婚の

違いで分類されている 17)。結婚式後の集まりに参加するのは、賽料 1の女たち

の例外があるが、ほぽ青年、娘に限られる。花婿宅での祝福は、革命後の賽料に

よれば、花婿の村の既婚者がメインとなっている。ここから次のパターンが読み

取れる。花嫁の村からの分離には全年齢グループが、花婿の村への統合はこれか

ら二人が加入する既婚者グループが、そして結婚式後の再確認には若者や花嫁の

村の女が関わる。つまり買い取り儀礼は、儀礼の中心＝クライマックスに行われ

る全共同体的承認の場であるが、結婚式後の集まりは、若者の間だけの二次的な

承認なのである。だがこの二つには遊びHrpbrの要素を含むという共通点もあ

る。以下、遊びと共同体承認に分けて同村人の参加の意味を分析していく。なお

花婿宅での祝福は19世紀末の記録がないので、今回はこれ以上追究しない。

3 結婚・遊びのサイクルと若者

買い取り儀礼では、花嫁・花婿選びをモチーフとした遊び（兎、毬）、または樅

が独身者のメタファーとして用いられ、そこからの花嫁・花婿の分離が表現され

た。全共同体承認が若者の遊びと結びつくのは、結婚適齢者、特に花嫁資源の管

理が共同体全体の問題であったからだ。若者の遊びのサイクルは、農耕や労働、

暦上祭と深い関係を持っている。それは春、復活祭のホロヴォード xopoBOAで

始まり、冬季の夜会 IlOCIIl(e.AKIIを経てマースレニツァ（謝肉祭）で終わる。この

サイクルは結婚の成就を目的としているが、若者の間だけで閉じてはいない。遊

17) もっとも男性と未婚女性、既婚女性の境界は明確だが、少女と娘、少年と青年、男性の区別は
ない場合もある。
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びの中で二人が知り合い結婚の約束をすることもあるが、大人たちにとっても遊

びの会は息子の見合い相手を探す場であり、「花嫁の市場」の機能を果たしてい

た18¥

買い取り儀礼と較べ、若者の集まりは遊びとさらに直接的な関係を持っている。

新郎新婦（またはその両親）が若者のために遊びの会を開くのは、若者仲間から自

らが脱退、または立場を変えて再加入することを、彼らに承認してもらうためだ

った叫では若者たちがそこで行う遊び自体は、どんな意味を持っているのだ

ろうか。ベルンシュタームによると、若者の集まりは自然の成熟に比例して結婚

色を強めていく。そこで行われる遊びは、春の出会い、夏の結婚、秋からの家族

生活（夫、妻）と、そのテーマを変える。そして最後の家族生活＝夜会は実際の結

婚シーズンと一致して、遊びと現実が重複する 20)。モロゾフも結婚儀礼の枠内

の遊びに注目し、暦の中に見られる結婚色が、かつて結婚儀礼が暦と関連してい

た名残ではないかという仮説をたてている 21)。このように遊びと結婚のサイク

ルが密接に関連しているならば、結婚俄礼の枠内で行われるホロヴォードやパー

トナー選びも、ただの冬の夜会との混同ではなく、結婚・遊びの年間サイクルに

組み込まれた要素と考えられる。つまり結婚儀礼枠内の遊びは、参加者たちの結

婚を促進する機能を持つのだ。この機能の作用には 2種類のものが観察できる。

一つ目は呪術力であり、本物の結婚が遊びの結婚に及ぽす力（いわゆる「類感呪

術」）と、他の娘の結婚を早める花嫁の力（「感染呪術」）が、参加者に影評を与える

というものだ22)。2つ目はより実際的なものであり、花嫁と花婿の村やその周

辺地域の交流がおこり、娘が自分を披露する機会が増えることである 23)。以前

箪者は青年の遊びへの参加を、儀礼を活性化させる触媒機能と考えた 24)。今回

18)ホロヴォード遊ぴの持つ花嫁候補選びの側面については、次を参照。 10.HMOBA. OcHOBbI 

pycc1wro Hapo4Horo ram1a. ≪I1cKyccTBO≫, M., 1981, CT. 48-49. グリャザヴェツの夜会は、

TTOCH郎 H四， 6ece4Ka,TTOBOAaなどと呼ばれ、デイヤコノヴォ村（吐8参照）では、他の村の者た

ちも、子供から老人まで見物にやって来たという。 C~1.: AP3M, <p. 7, on. 2, A-192, A. I. 革命後
噴料6,er. 257, j資料12, 14のインフォーマント）には、夜会で知り合った二人が結婚の約束をす

る例が増える。この場合娘は青年に約束の品(3a10,叫＝担保）を渡す。

19)結婚が若者仲間からの離脱を意味するかどうかは、地域によって異なる。また出産までの!ill
（結婚後 1年くらい）、新婦が躯まりに参加することを許可する例は多い。 CM.:fpOMbIKO M. M. 

Tp叫皿HOHHbieHOpMbl !10Be4eH皿 H巾opMbl06I11eH皿 pycc1mxKpecrbHH XIX B. ≪HayKa≫, 

M., 1986, er. 224-225. 

zo) CM.: EepHlllTaM T. A. M0Ao4e,Kb. ≪HayKa≫, A., 1988, er. 230-248. 
21) CM.: Mopo3oB I1. A. JKeHHTb6a 406pa MOAOAQa. ≪Aa6HpHHT≫, M., 1998, er. 12-13. この

中で著者は様々な遊ぴの中の結婚のモチーフと、その意味を分析している。
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それを「花嫁、花婿を新しい身分に送ると同時に、暦と結びついた結婚サイクル

自体を前に進める機能」と訂正したい。

ヴォログダ県北部では、若者の集まりは結婚式前に行われていたが、これはグ

リャザヴェツと同じ働きを持つものと考えてよいだろう 25)。だが北ロシアの他

の地方では、結婚儀礼の中の遊びが記述されていないことが多い。その理由とし

て、これらの地域で結婚式の泣き歌の比重が高いこと、観察者・当事者ともに、

日頃の夜会と儀礼としての遊びの区別ができていないこと、の2つが考えられる

が、現時点では断定できない。グリャザヴェツの革命後の記録からは、結婚儀礼

と遊びのつながりが希薄になっていく様が観察できた。「遊びの脱儀礼化」は容

易に起こり得る。

4 共同体の承認

グリャザヴェッは兎や毬、樅の文化圏が重なって、年齢・性別買い取り儀礼を

発達させたが、このように公的承認が明確に現れる地域は珍しい。他の地域では

全共同体的承認は、どのような形で与えられたのだろうか。

まずはグリャザヴェツで顕著な年齢・性別原理について考えよう。この原理は

ロシアの儀礼体系の基礎をなすもので、全共同体の参加を強調する場面、例えば

クリスマスや復活祭頃の門付けで時々見られる 26)。中でもヴォルガ川中流域地

方の新婚夫婦への門付け「Bb!OHHIIIHHK叫は、古い特徴を残すことで有名だ27)。

グリャザヴェツでは年齢・性別の原則はただ古層の残照ではなく、 19世紀末から

20世紀初頭にかけて強化されている。それは共同体内部における比較的倍い層の

地位の向上を意味するとともに、産業革命等の社会変化によっても共同体的地縁

22)呪術の種類についてはJ.G. フレイザー著、永橋宅卓介訳『金枝篇J(岩波文廊、 1951-52
(1890))を参照。花嫁の力としてよく矧られているものに、花嫁が風呂で使った水で顔を洗うと早
く結婚できるというものがある。花嫁は友人の結婚を故意に遅らせることもできる。 CM.:

BaAalllOB /l. M., Map'!eHKO IO. I-I., KaAMhIKOBa H. I-I. PycCl(aH CB狐 Ga.≪CoBpeMeHHHK≫, 
M., 1985, CT. 132, 254. 

23) もっともこの効果は、結婚の堆備や 11em内 HHI(でもすでに発揮されている。
24)伊賀上(1996) P . 30参照。

25) CM., Hanp11Mep: E,1eMCKH>1 M. B. CB叫 1,GaB K01,llleH1,re ToTeMcKoro y. BoAor. ry6. ff 

汁紅Bancrap1111a, 沌 19,Bblll. 1-4, 1910, CT. 1-137; AP3M, 中.7, on. 2, 11. 334, KanycrnH 
•1epe3 CyBepoBa, BoAor. ry6., CoAbBb1'lero4cKHH y., 1898. 
26) CM.: TyAbQeBa A. A. 0611111Ha 11 arpapHan 06pn11Hoc-r1, p四 HCKHXKpeCTb月HHa py6e碑
XIX-XX BB. ff PyccKHe. ≪HayKa≫, M., 1989, er. 45-62. 
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関係が保たれたことを示している。結婚｛義礼から外部者が減っていくのは、農業

集団化以降のこととなる。他の地域、たとえばコストロマ県キネシェムスキー郡

では、年齢・性別グループの存在はドルーシカの口上によって浮かび上がる。結

婚式当日は花婿、花嫁宅とも見物人であふれるが、 ドルーシカは年齢グループの

特徴を皮肉っぽく描写しながら、子供、娘、男たち、若い女や老人に、順番に祝

福を請うている 28)0 

年齢・性別原理は明確に表現されないが、呪術も公的承認の働きをする。第 1

章で触れたカルゴポリは呪術色の強い地域であった。北ロシアの結婚儀礼では邪

視(crna3)と呪術師 (KOA;.WH)が恐れられる。結婚式当日の婚礼行列が特に危険

で、被害は当事者二人だけでなく客全体にも及び得る。呪術的攻撃への対処は、

呪術による防御と、金品と言葉による懐柔があり、特に後者はドルーシカの仕事

である。彼は柱やペチカの横、天井の寝床などにいる者に気を配り、酒をご馳走

して、いるかもしれない悪意の持ち主の機嫌をとる 29)。買い取りに比べ、呪術

への対処は不特定者に対するアピールとなるが、懐柔であれ防御であれ、共同体

の負の感情を均して承認を取り付ける行為である。

買い取り依礼の場、呪術をかけられる危険ゾーン、そしてドルーシカが見物人

に祝福を求める場は、時間的にも空間的にも重複する。それはまさに分離と統合

の境界 (liminality)と一致している。ターナーはリミナリティの主要な型として、

身分昇格と身分逆転の儀礼を挙げている 30)。結婚儀礼は身分上昇の儀礼であり、

二人は普通にないほどの低姿勢を要求されるが、同時に二人が公、公妃と呼ばれ

て丁重に扱われるなど、身分逆転の要素もある。ターナーは「身分逆転の｛義礼は、

その象徴類型や行動類型のうちに、本質においても相互の関係においても自明で

不変なものとされる集団形成の社会的範疇や形式を可視的なものにする」 (p.

250)と述べるが、これはドルーシカの皮肉に端的に表れている。呪術及び公的

21> TyAhQeBaによるとこれは復活祭後最初の土II糾日に行われ、子供から大人の男性までの年齢・

性別グループが、顛番に新婚夫婦を訪問してご馳走をもらう行事であった。グループごとに決め

られた訪問時liilや共食、古いシンボルを含む歌など、その古さをうかがわせる要素が多く見られ
る。 CM.:TyAhl.¥eBa A. A. BhlOHHlllHHKH // PyccK呻 1-1apo4HhlttCB砧 e6m,1i106p凰 ≪HayKa≫,
A., 1978, er. 122-137. 
2') CM.: III叫 Hfl. B. cocr. BeAHKopycc B cnonx necm1x, 06pH;1ax, 06h1'ia月x,Bep0Ba1-1皿 x,

c1<aaKax, Aere1-1邸 xHT. ;1. CD6., T. 1, Bhm. 2, 1900, CT. 687. 伊賀上「ドルーシカとは誰か」
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な年齢・性別承認で当事者たちに試練を課す者たちもまた、社会規範の中での自

分の位置を問い直されるのだ。

5 まとめ

以上見てきたように、グリャザヴェツの若者の非招待客としての参加形態には、

幾つかの層位があった。

I 全共同体的承認— I a 公的、積極的承認

-lb  呪術を通しての消極的承認

II 若者仲間の承認—- II a 遊び

-II b ~ 良たちの泣き歌（部分的 31))

若者は年齢・性別グループの一つとして買い取り儀礼に参加することで、全共

同体的承認に加わる (Ia)。また当事者が催す夜会に参加して、花嫁・花婿が属

するグループ内部の承認も与える (IIa)。これらの承認の中の「遊び」は、若者

たちの結婚を促進するが結婚を機に放棄されるべきものとして現れ、花嫁・花婿

だけでなく若者たちにも、年齢グループの階段を登っていく「義務」を確認させ

る。さらに「遊び」の当事者でない者（既婚者と子供）もそれを「若者時代」のメ

タファーとして扱うが、そのことによって「遊び」の持つ上記のような働きが、

共同体全体によって管理されていることが強調される。

今回の観察では、若者の参加が明示されない地域でも二種類の承認(I, II)が

存在することが確認できた。参加形態の地域差は a、b二つの表現の比重差から

生じており、そこには文化圏の問題も大きく関わっている。だがそれ以外に当事

者や招待客との相関関係、つまり、招待客や親族が非招待客を含む年齢・性別集

団を代表するというパターンの存在も考えられる。今回検討しなかったグループ

も含め、全体としての年齢・性別構造を考察していく必要がある。

31)花嫁の死と再生に係わる泣き歌は複雑なシステムであり、若者llllだけの承認とはいえない。




